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都市再生整備計画 事後評価シート (原案 )

上蓬田地区

平成24年 1月

福島県平田村



様式2-1評 価結果のまとめ
都道府県名 福島県 市町村名 平田村 地区名 上蓬田地区 面積  1  150ha
交付期間 平成19年度～平成23年度 事後iT価実施時期 平成23年度 交付対象事業費 ,44百 万円1  国費率  1    398%

1)事業の実施状況

当初計画に
位置づけ、
実施した事業
1要

事 業名

道路事業(村道三斗薦切山線 村遺山田大石線、村適格■■宿線 村適横素線)公営住宅等整備事業(■蓬田住宅団地)

提案事業 地域創造事業(観光交流センター)事業活用調査(事業効果検証、事後評価調査)まちづくり活動推進事業(まちづくり啓発事業)

手 菜 名 肖1除 /追カロの 理 由 目1粽 /追カロによる日檬 、■裸 数 値 日標 へ の影 響

当初It画
から
肖1除した
事業

基幹事業

提案事業

新たに追加し
た事業

基幹事業

提案事業

交付期間
の変更

当 初 平成19年 度～平成23年度 交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響変 更

2)都市再生整備計画
に記載した目標を
定量化する指標
の達成状況

指 標     ‐ 塾■
従 前 目採 値

晰融
1年以内の

達成見込み
効果発現要因
(総合所見 )

フオローアッフ
予定時期目標年度 モニタリン

`

評価値

指標 1 平田村交流人口 人 70011 95000 97061 0
交流拠点の整備により 情報発信機能が
強化されたことは 都市再生整備It画によ
る効果として評価できる。

H244
なし

指標2 今後の定住意 向 % 60 0 住環境の向上が定住意向の向上につな
がつたものと評価できる。

H276
なし

1旨幕雲3 年間商品販売額 万円/年 40500o 420000 290485

あ l
交流観光センターの整備による交流拠点の
にぎわい創出は見られたものの 中心商業
街区への効果が見られなかつた。

H250
なし 0

指標4
な し

指標 5
あ り

3)その1也の数値指標
(当初設定した数値
目様以外の指標)に
よる効果発現状況

:旨 裸       . 菫I
従 前 目標 1直 目標

達成度

1年以内の

達成見込み
効果発現要因
〈総合所見)

フオローアツフ
予定時期モニタリン

`

評価値

その他の
数値指標 1

観光交流センター村外利
用者による商品販売額

万 円 0

観光交流来訪者拡大のための地域づくりこ
より 村の産業と連動した商品販売額の増
加は、地域経済の活性化を示すものであ
り 村全体への波及効果が期待でき、評価
できる。

H253

の他 の

4)定性的な効果
発現状況

この駅
“
た硬S,R贅およひ+出 m墜旭n〔酪彙興顆8要をヽ Rし

'ひ
bたミニIE元 ,p任芸癸腰により遣の34におア●電■E薔販発の■l日調,こ栞通した ■こ晨Xからの意見として地■圧品のPRと取発の憲口として通の駅における地13こ品の暉売所設置の要望があまり現在は 地元生産者が

中心となり道の翠の地域饉興施設の運営に■●している あぶくま高原週饉平口Cの供用に伴う平田村の玄闊口としての景娘壺億とまちづくりにより平田村のPRを進め 交流人口の拡大につながるものとして住民主体による活動が行われている

5)実 施過程の評価

実施内容 今後の対応方針等

モニタリング ジュピアランドひらた来場者藪

実施できた ●

継続し 交流人口拡大のための取組を実施する.椰市
=三
壺輛 It日 に■ 菫 は 7●かつたか 、実麗 した

餞備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

道の駅地域振興施設(農産品直売所)の運営団体として 生産者が中 1市再生整備 II面に配鸞し、実施できた
交流拠点に直接住民や生産者が従事することで 平田村らしさを出し 特
色のある運営を終続し 交流人口の拡大を図り広軍連携を推進する。

心となり「直売4■合生産部会」「物産組合J「直売組合加工部会Jを立ち
上げ、平口村の地域づくり、PRを行つている.

蕉肇●計画に,■はなかつたが、実施した

―

贋戻庸壽 な辰歴
……… ●

持続的なまちづくり
体制の構築

平田iC愛 議会によるまちづくりに関する取り組みの継続 .

できた|し、
住民多加と住 民協働でのまちづくりを推進し 住民主動の地崚づくりを実
施し 持続可能なまちづくりを進める.

かつたが、実施した ●

゛、実施できなかった



様式2-2地 区の概要
上蓬田地区 (福島県平田村)都市再生整備II画事業の成果概要

まちづくりの目標 目様を定量化する指標 従前値 目標値 評価値

住んでいる人が おりがもてる居住テリトリーの整備と交通環境改善による交流拠点のal造
0若者が定住できる生活環境の整備による中心商業地域のにぎわいを再生する.

平田村交流人口 単位 , 人 70011 17 95000 9,061 H22

今後の定注意向 単位 :● 6 17 H22

年間商品販売額 単位「 万円/年 40500( H14 42000C H22

0道路等の整備により住地域と中心商業地とのアクセス条件 交通安全性、歩行者の快適性の向上を図る。 観光交流センター村外和1用者による年
間商品販売饉 単位 : 万円 H22 1100C 15060 H22

単位 :

Ji=案 ==
事
=き
円調査 Ⅲl

■軍ヽ早■|1証」

事
=評
価「 調査J

□■菫事
'

"山
■■

まちづくり活動に■●Ⅲ…■

'村
民

「物産饉 (■のR)の■雪旱●活動の支援」
「地■こ品販売の

`饉
となる壼■●活性 (ヒを通しての

まちづくり活動の支撮」

まちの課題の変化

地域コミュニティの場の創出と、防災の観点から各池設 整備の機能強化が蒸められている。
まちの魅力を高めるために、地域資源を活かした住民協働のまちづくりを進める必要がある。
観光交流拠点と既存商業街区を徒歩でつなぐ動線の確保が求められている。
既存商業街区の活性化が求められている。

今後のまちづくり
の方策

(改善策を含む )

住民自らが沿道の美化活動を実施する組織づくりを行う。
住環境整備と雇用の場の拡充を図る。
地域資源のネットワークを整備し 村全体への回遊性を高め、更なる交流人口の拡大を図る。
産業間の連携を強化し、魅力ある地場産品をつくり、既存商業街区の活性化を図る。
地域コミュニティの強化を目指し 多目的に活用可能な施設整備を図る。
まちの地域資源を散策できるルートづくりを行う。


